
授業科目 社会学
【担当教員名1 対象学年 対象学科 理学・作業・言語・社会

藤澤由和 開講時期 前期 必修・選択 選択（理・作・言）、必修（社）

単位数 2 時間数 30 

【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

健康と社会の関係性を理解し、その重要性を社会学的観点から把握するために、社会学の基礎的な知識や視座の

価値を認めることができる。

露習目標＞又はく行動一目＿標―:SB0>】

1.健康と社会の関連性について具体的に述べることができる。

2.健康と社会の関連性に関する複数の学問的視座を対比することができる。

3.健康と社会の関連性の説明に対して社会学を適応することができる。

4.社会学的な観点から、健康と社会の関係性を討請することができる。

5.社会学的な観点から、健康と社会の関係性を分析できる。

回

数 授業計画又は学習の主題

1オリエンテーション

2健康の社会的側面

3健康の社会的側面

4医療行為における社会的要因

5医療行為における社会的要因

6医療行為における社会的要因

7医療行為における社会的要因

8医療行為における社会的要因

9社会構造と健康

10社会構造と健康

11健康を規定することの社会的プロセス

12健康を規定することの社会的プロセス

13組織と医療サービス

14試験

SBO 

番号学習方法・学習課題又は備考・担当教員

授業の進め方・ルール／評価方法／今度のスケジュール 講義（全体ディスカッション）

社会の変化と疾病構造の変化 1, 4 講義（全体ディスカッション）

健康と疾病の社会的規定要因 1,4 講義（全体ディスカッション）

健康と疾病行動 2,3,4講毅（全体ディスカッション）

医師患者関係 2,3,4講蓉（全体ディスカッション）

施設ケアと病院 2,3,4講義（全体ディスカッション）

慢性疾患と生きる 2,3,4講義（全体ディスカッション）

死の社会的意味 2,3,4講義（全体ディスカッション）

不平等と社会構造 2,3,4講器（全体ディスカッション）

性差、老齢、エスニシティと健康 2, 3, 4講義（全体ディスカッション）

医学モデルと社会モデル 2,3,4講義（全体ディスカッション）

疾病のスティグマ 2,3,4講義（全体ディスカッション）

医療を取り巻く社会制度 2,3,4講義（全体ディスカッション）

5 

【使用図書］ く書名＞

特に指定しない

＜著者名＞ く発行所＞ く発行年・価格•その他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
特に指定しない（適宜授業中に提示します）

その他の資料
必要な場合配布する

【評価方法］

授業への参加度 (20%)

教場試験 (80%)

［履修上の留意点］

出席を取ることはしませんが、ディスカッションを通しての授業への参加度を評価します。

なお、授業を履修するに際してのルールを説明しますので、第一回目の授業（オリエンテーション）

には必ず参加してください。
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